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は
じ
め
に

　あ
な
た
は
、「
神
仏
冒
涜
」
を
知
っ
て
い
る
か
。「
神
仏
」
を
「
冒
涜
」
す
る
と
は
、

刺
激
的
な
イ
ト
ル
で
は
な
い
か
。
本
書
で
は
、「
神
威
超
克
」「
神
仏
恫
喝
」「
神
仏
唾
棄
」

な
ど
の
刺
激
的
な
表
現
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
刺
激
的
な
用
語
は
著

者
が
、
論
旨
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
造
語
し
た
も
の
で
あ
る
。

　中
世
人
が
神
仏
に
抗
う
事
実
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
書
、
こ
れ
ま
で
神
仏
の
権
威
は

絶
対
と
無
条
件
に
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
は
新
た
な
神
仏
と

中
世
人
と
の
距
離
感
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　日
本
史
研
究
で
も
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
本
書
の
著
者
は
、

稙
田
誠
氏
で
す
。
氏
は
別
府
大
学
史
学
科
に
所
属
さ
れ
、
田
村
憲
美
先
生
に
師
事
し

日
本
中
世
史
（
宗
教
史
）
研
究
を
し
て
き
た
。
田
村
先
生
は
中
世
村
落
史
研
究
の
権

威
で
、
私
も
よ
く
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
一
人
で
あ
る
。

　さ
て
、
稙
田
氏
は
、
田
村
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
民
衆
史
の
世
界
へ
、
さ
ら
に

宗
教
史
の
研
究
に
目
を
向
け
た
の
で
あ
る
（「
あ
と
が
き
」
参
照
）。

１
　
本
書
の
目
的

　本
書
の
目
的
は
、「
序
章
」
で
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

中
世
は
宗
教
・
神
仏
が
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

そ
の
一
方
で
、宗
教
的
事
象
に
疑
念
を
抱
い
た
り
、そ
れ
が
昂
じ
て
「
神
威
超
克
」

と
呼
ぶ
べ
き
行
為
言
動
に
及
ぶ
な
ど
、
宗
教
性
の
優
位
と
は
真
逆
の
力
学
も
中

世
前
期
の
段
階
か
ら
働
い
て
い
た
。（
一
八
頁
）

そ
う
し
た
宗
教
環
境
（
神
仏
の
力
が
取
り
巻
く
世
界
―
大
喜
注
）
に
あ
り
な
が

ら
、
時
と
し
て
そ
れ
に
抗
う
行
為
言
動
＝
「
神
威
超
克
」
も
苛
烈
を
極
め
た
の

で
あ
る
。
中
世
人
が
「
神
威
超
克
」
に
及
ん
だ
原
因
と
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た

要
因
＝
「
神
威
超
克
の
論
理
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。「
神
威
」・

神
仏
と
の
角
逐
に
際
し
て
生
じ
た
罪
業
意
識
や
神
罰
仏
罰
の
恐
怖
・
後
ろ
め
た

さ
を
い
か
に
克
服
し
得
た
の
か
。
こ
う
し
た
事
態
に
遭
遇
し
た
中
世
人
の
揺
れ

動
く
心
性
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
。（
二
一
頁
）

　本
書
は
こ
の
目
的
の
た
め
、
第
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
各
部
各
四
編
の
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。

２
　
本
書
の
構
成

　こ
こ
で
は
本
書
の
構
成
と
内
容
を
説
明
す
る
。
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

　中
世
宗
教
史
研
究
の
達
成
・
課
題
と
本
書
の
構
成
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　第
Ⅰ
部

　神
威
超
克
の
実
態
と
正
当
化
の
論
理

第
一
章

　中
世
に
お
け
る
寺
社
焼
き
討
ち
の
実
態
と
神
威
超
克
の
論
理

第
二
章

　寺
院
中
核
焼
き
討
ち
考

第
三
章

　寺
社
焼
き
討
ち
正
当
化
の
方
便
の
思
想
史
的
考
察

第
四
章

　墓
の
聖
性
と
そ
の
破
壊
・
冒
涜

　第
Ⅱ
部

　神
仏
と
中
世
人
の
角
逐

第
一
章

　参
籠
祈
願
の
場
に
お
け
る
神
仏
恫
喝
に
つ
い
て

第
二
章

　戦
国
時
代
に
お
け
る
神
仏
唾
棄
に
つ
い
て

第
三
章

　織
田
信
長
の
信
心
・
不
信
心
の
様
相
ー
中
世
宗
教
史
の
な
か
の
信
長

第
四
章

　信
仰
秘
匿
の
実
態
と
そ
の
思
想
的
背
景
ー
中
世
～
近
世
初
期
を
対
象
に

終
章

　ま
と
め
と
課
題
・
展
望

初
出
一
覧
／
あ
と
が
き
／
索
引

　巻
末

　内
容
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　序
章
は
、
本
書
の
目
的
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
が
示
さ
れ
る
。

　第
Ⅰ
部
第
一
章
は
、
中
世
を
通
じ
て
広
範
に
行
わ
れ
て
い
た
寺
社
焼
き
討
ち
を
検

討
し
た
も
の
。

　第
二
章
は
、前
章
の
論
議
を
深
め
た
も
の
。
聖
性
の
度
合
い
が
高
い「
場
所
」と「
モ

ノ
」
の
焼
き
討
ち
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、本
堂
（
金
堂
）
と
仏
像
（
本

尊
）
の
焼
き
討
ち
を
論
じ
た
も
の
。

　第
三
章
は
、
寺
社
焼
き
討
ち
正
当
化
の
方
便
の
形
成
過
程
と
思
想
的
背
景
を
論
じ

た
も
の
。

　第
四
章
は
、墓（
卒
塔
婆
）の
破
壊
・
冒
涜
を
論
じ
る
。
墓
が
聖
性
を
帯
び
た「
モ
ノ
」

と
観
念
さ
れ
て
お
り
、
死
者
と
生
者
の
交
感
装
置
と
し
て
、
破
壊
・
冒
涜
を
考
察
す
る
。

　第
Ⅱ
部
の
第
一
章
は
、
神
仏
冒
涜
と
し
て
「
神
仏
恫
喝
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
。

祈
願
し
た
者
が
そ
の
願
い
が
期
待
で
き
な
い
場
合
、
神
仏
を
恫
喝
し
、
無
理
強
い
し

て
も
祈
願
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
の
行
為
を
可
能
に
し
た
要
因
を
探

る
。　第

二
章
は
、
神
仏
唾
棄
を
考
察
し
た
も
の
。

　第
三
章
は
、
織
田
信
長
個
人
の
信
心
・
不
信
心
と
と
も
に
同
時
代
の
宗
教
環
境
を

考
察
し
た
も
の
。

　第
四
章
は
、
信
仰
を
隠
す
行
為
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。
弾
圧
・
迫
害
に
よ
り
信

仰
を
表
明
で
き
な
い
状
況
を
、
こ
こ
で
は
「
信
仰
秘
匿
」
と
す
る
。

　終
章
は
、
全
体
の
ま
と
め
と
課
題
、
展
望
で
あ
る
。

３
　
研
究
史
上
の
位
置

　大
づ
か
み
に
言
う
と
、
戦
後
の
日
本
史
研
究
は
社
会
経
済
史
が
主
軸
で
展
開
し
て

い
た
。
中
世
史
で
い
え
ば
、
荘
園
制
の
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
宗
教
史
や

信
仰
史
は
主
軸
な
研
究
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
旧
来
の
宗
教
史
は
、
政
治
史
の
亜
流

的
研
究
が
多
く
、
信
仰
史
は
民
俗
学
的
な
視
点
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

　し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
社
会
史
が
台
頭
し
始
め
、
こ
れ
ま
で
経
済
史

中
心
で
あ
っ
た
視
点
か
ら
、
日
常
生
活
や
女
性･

老
人
、
心
性
に
注
意
が
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
宗
教
や
信
仰
に
も
新
た
な
視
点
が
展
開
さ
れ
た
の
で
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あ
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
古
文
書
・
日
記
な
ど
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
史
料
は
、
絵
画
、

民
俗
、
物
語
、
伝
承
な
ど
多
方
面
に
広
が
っ
た
。
こ
の
点
は
「
序
章
」
に
も
記
さ
れ

て
い
る
。
本
書
も
研
究
の
流
れ
で
い
う
と
、
こ
の
八
〇
年
代
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る

と
い
え
る
。

　氏
は
前
記
研
究
の
流
れ
を
く
み
、「
中
世
に
お
け
る
寺
社
焼
き
討
ち
の
実
態
と
神
威

超
克
の
論
理
」（『
史
学
論
叢
』
四
四
、二
〇
一
四
年
、
本
書
第
一
部
第
一
章
）
を
発
表

し
て
以
後
、
諸
論
文
を
次
々
と
発
表
し
体
系
的
に
ま
と
め
、
本
書
を
刊
行
し
、
世
に

問
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
、
個
々
に
注
目
さ
れ
研
究
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
本

書
の
よ
う
に
体
系
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
以
前
に
比
べ

る
と
、
増
え
た
と
い
え
る
が
、
や
は
り
多
い
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究

状
況
に
お
い
て
、
本
書
は
意
義
あ
る
一
冊
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
・
・
・

　本
書
に
つ
い
て
気
の
付
い
た
点
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
史
料
が
豊
か
な
点
で

あ
る
。
第
一
章
を
例
に
取
り
、
使
用
さ
れ
た
史
料
名
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

笠
置
寺
縁
起

　太
平
記

　中
院
一
品
記

　田
中
文
書

　金
剛
寺
経
疏
類
奥
書

鞆
淵
荘
置
文

　後
醍
醐
天
皇
軍
法
案

　樵
談
治
要

　保
元
物
語

　兵
範
記

明
月
記

　延
慶
本
平
家
物
語

　玉
葉

　山
槐
記

　一
遍
上
人
絵
伝

勝
尾
寺
焼
亡
日
記

　元
暦
文
治
記

　続
史
愚
抄

　尊
卑
分
脈

　愚
管
抄

朝
倉
宗
滴
話
記

　両
豊
記

　尊
性
法
親
王
書
状

　扶
桑
略
記

　水
左
記

中
右
記

　長
秋
記

　吾
妻
鏡

　閑
居
友

　古
事
談

　長
谷
寺
霊
験
記

三
河
物
語

　日
本
史

　信
長
公
記

　北
条
記

　三
宝
院
文
書

　宇
佐
大
鏡

　縁
起
、
古
文
書
、
日
記
、
記
録
、
物
語
、
絵
巻
な
ど
多
種
な
史
料
が
確
認
で
き
る
。

こ
こ
よ
り
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
信
仰
や
宗
教
を
扱
う
た
め
に
、
い
か
に
多
彩
な

史
料
が
必
要
か
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　本
書
の
史
料
は
【
史
料
１
】【
史
料
２
】
と
、
基
本
的
な
形
と
し
て
独
立
さ
せ
て
引

用
さ
れ
、
他
の
研
究
者
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　史
料
を
分
析
し
て
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
果
を
論
理
的
に
整
理
し
て
、
叙
述

し
て
論
文
は
完
成
さ
れ
て
い
く
が
、
本
書
の
テ
ー
マ
は
、
元
来
対
象
史
料
が
集
め
に

く
い
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
、
ま
だ
展
開
途
中
で
あ
り
、
対
象
史
料
も
体
系
的
に
集
め

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
条
件
の
な
か
、
史
料
を
集
め
た
苦
労
は
想
像
に

か
た
く
な
い
。

　本
書
に
集
め
ら
れ
た
史
料
を
、
次
の
研
究
者
が
、
有
益
に
利
用
す
る
こ
と
を
切
に

望
む
も
の
で
あ
る
。

　次
に
参
考
文
献
も
豊
か
な
点
で
あ
る
。
宗
教
史
・
信
仰
史
の
多
く
の
論
文
が
集
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
研
究
を
進
め
る
上
で
、
大
変
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
群
だ
け
で
、
研
究
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　本
書
は
上
記
し
て
き
た
よ
う
な
興
味
あ
る
内
容
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
こ
の
程
度

の
文
章
で
語
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
が
宗
教
史
・
信
仰
史
研
究
を
広
げ
た
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
刊
行
意
義
は
大
き
い
。
そ
の
意
義
を
是
非
一
読
し
て
確
認
し
て
も

ら
い
た
い
。

　な
お
、
氏
は
、
本
年
、『
寺
社
焼
き
討
ち
』（
選
書
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
二
年
）

を
出
版
さ
れ
た
。
新
刊
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
本
書
よ
り
気
軽
に
読
め
る
こ
と
に
重

点
を
お
い
て
い
る
。
興
味
あ
る
方
は
、
合
わ
せ
て
新
刊
も
一
読
し
て
頂
き
た
い
。

（
二
〇
二
一
年
四
月
刊
行

　戎
光
祥
出
版

　Ａ
５
判

　上
製

　三
〇
六
頁
）
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【
付
記
】
私
自
身
、
稙
田
氏
と
共
通
す
る
研
究
を
し
て
き
た
関
係
か
ら
、
今
回
、
書
評

を
依
頼
さ
れ
、
お
引
き
受
け
し
た
。
た
だ
、
氏
が
努
力
し
た
研
究
を
う
ま
く
評
価
で

き
た
か
、
ど
う
か
、
大
変
不
安
で
あ
る
。
末
筆
に
な
る
が
、
至
ら
な
い
内
容
を
お
詫

び
す
る
と
と
も
に
、
今
後
氏
の
研
究
が
深
化
す
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。


